
 多摩市学びあい育ちあい推進審議会・権利擁護専門部会 意見一覧 

 

１ 多摩市学びあい育ちあい推進審議会（令和７年１月２０日） 

・ 基本方針２の「一人ひとりの子どもに寄り添う・・・」とあるが、力を入れ過ぎで

はないか。「子どもの読書活動の推進」というくらいがいいと思う。 

・ 進行管理はどのようにやっていくのか。 

・ 評価指標は大事。基本目標や施策にあった指標を選ぶ必要がある。 

・ 施策については、どこを重点的に進めるのか優先順位を付けた方がいいのではない

か。 

・ コスト意識をもってほしい。人口減少社会になりすべてをやらなくていいのではな

いか。 

・ 企業から融資や協賛金などを集めてコスト削減に努めると良い。中央図書館前の植

栽に企業名を出すとなると、喜んでお金を出す企業もあるのではないか。 

 

２ 権利擁護専門部会（令和７年１月２１日） 

・ 中央図書館で無料映画を上映させてもらったが、権利擁護の出張講座で障がい者が

自身のことを語るヒューマンライブラリーなど精神障害について市民に知ってもら

う講座をしてもいいのではないか。 

・ 基本方針１「だれもが使える図書館」とあるが、車椅子でも利用しやすいようにと

の視点を計画に入れていってほしい。 

・ 知的障がい者にとって、本を探したり図書館利用は難しいので、サインにイラスト

などをつけたり、職員に案内をしてもらうようにしてほしい。 
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